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密度成層した海洋内部の深層から表層に至るまで，浮力を復元力とする内部

重力波が存在する．また，その水平波長は数 mから数百 km，鉛直波長は数 m

から数 kmまでと非常に広帯域に渡っている．潮汐流や海底地形などによって

励起された内部波は，内部波間の非線形相互作用によって，大スケールから小

スケールへとエネルギーが輸送される．小スケールの内部波は砕波によって渦

となり，粘性によってそのエネルギーが散逸される．弱非線形性の仮定に基づ

き，共鳴関係を満足する相互作用のみがエネルギー輸送に有効とする弱乱流理

論を用いると，海洋で観測される多様な内部波のエネルギースペクトルを定性

的に説明することができる．本セミナーでは，海洋内部重力波における弱乱流

理論を解説する．また，必ずしも弱非線形でない波動乱流の例として，内部波

から渦へのエネルギー輸送に関する最近の話題を紹介する． 

	

 


